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校 長 網田 俊二
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１１月１１日から１３日までの３日間、マニラにおいて

「東アジア・大洋州地区校長研究会議」が開かれシラチャ

校と一緒に出席しました。この地区には３８校の日本人学

校があり、全校長に加えて、文部科学省の視学官、専門官、

外務省の領事局、そして海外子女教育振興財団の理事等も

出席されていました。日程の中には、マニラ日本人学校

訪問も入っており、３８３名の児童生徒が元気に授業に

臨んでいる姿を参観させてもらいました。

この３８校は、歴史も規模もそして国や地域も違うので、それぞれの学校が抱えて

いる教育課題等も様々です。児童生徒数一つとっても、本校の２,４５０名が最高で、

マレーシアのコタキナバル日本人学校は８名で、相当の違いがあります。そうした中、

各校長の間では赴任間もない方もいて、「日本人学校って何だろう」ということが大き

な話題になりました。

そこで、改めてこの在外教育施設（補習授業校もありますが）としての日本人学校

の存在について考えたいと思います。日本人学校における教育は、Ή Ό ” ”
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校は学校教育法でいう一条校（学校とは小学校、中学校…特別支援学校及び幼稚園と

する。）ではなく、学校教育法施行規則の９５条に、高校入学に関し、「文部科学大臣

が中学校の教育課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課

程を修了した者」とあるように認定校としての扱いです。

なぜこのような法律のことを書いたかというと、日本の小学校や中学校のように教

員定数、つまり学校として必要な教員は配置されていないという大きな課題があるか

らです。この問題については、世界に８８校ある日本人学校の校長が全員抱えている

大きな、そして共通の課題です。

現在本校には日本人の教員が１１３名います。このうちの７０名が国からの派遣で

す。教員の必要数から見ると、７割ぐらいしか派遣されない状況です。そこで必要な

教員数を確保するためには、海外子女教育振興財団を通して熱意ある有望な教員を採

用しています。その教員の費用は主に保護者の方々の校納金で賄われています。ここ

数年、国からの派遣数は減少の一途です。ですから、小規模校では教員免許に関係な

く授業を担当させざるを得ない学校もあります。財政的にも児童生徒数が少ないので



学校で教員を採用するのが難しいようです。

世界の在外教育施設で学んでいる子どもたちは、今年の４月現在で約６.２万人もい

ます。どの学校も以上のような厳しい条件の中、日本における教育よりも質の高い教

育を、と努力しています。本校の教職員に「世界一の日本人学校を目指そう」と、日

々の教育活動に取り組んでいます。今回日本人学校の教員の確保についてお伝えしま

したが、保護者の皆様にはより一層のご理解とご協力のほどをお願いいたします。

キャリア教育について（今年度の実践と考察）
キャリア教育担当 中学部 川上 宏

本年度、実施しておりますキャリア教育は、

・他者の個性を尊重し、自己の個性を発揮しながら、様々な人々とコミュニケーショ

ンを図り、協力・共同して物事に取り組む力を育成すること

・学ぶこと・働くことの意義や役割およびその多様性を理解し、幅広く情報を活用し

て、自己の進路や生き方の選択に生かす力を育成すること

・夢や希望を持って将来の生き方や生活を考え、社会の現実を踏まえながら、前向き

に自己の将来を設計する力を育成すること

・自らの意志と責任でよりよい選択・決定を行うとともに、その過程での課題や葛藤

の解決に積極的に取り組む力を育成すること

を目指すものです。現在、学校教育に求められている力とは、生涯にわたり実社会を

主体的に生きていくための力であり、キャリア教育が求められている意味もここにあ

ります。そこで、『本校の児童生徒に求められる力とはどんな力か』『私たちが育てよ

うとする資質や能力・態度とは』という問題提起をもとに目標を設定し、校内研究や

教科学習とタイアップさせた全体計画を作成していきます。さらに、設定目標に対し

て全教科が計画的・系統的に責任をもって取り組んでいかなければならないと考えま

す。また、本校は小中併設校であり、次の学年にどのように継続していくのかという

ことを長期的なスパンで考え、計画していくことも重要なことです。

本年度、小学部では初めて「ゆめ集会」を行ったり小中通して発達段階に応じた職

業観を育てる取り組みを行ったりしました。次年度のキャリア教育では、更に上記の

項目を整理したキャリア教育プログラムを作成していく必要性があると考えています。

本校の実態に応じたキャリア教育のスタイルを確立させるためには、まだまだクリア

しなければならない問題は山積されていますが、今年度の成果を基盤として、さらに

向上したキャリア教育を推進し、全職員の共通理解と共通実践に邁進していきます。

学校文集「メナム」追加注文について 
 学校文集「メナム」は，３学期末に作品を掲載した児童生徒１人に１冊ずつ配布

いたします。学校では，追加注文を扱いません。追加購入を希望される方は，直接，

業者（HOTARU(THAILAND)CO.,LTD. 担当；伊藤 携帯番号 085-163-1401）

に連絡をお願いします。 

学校文集「メナム」追加注文について 
 学校文集「メナム」は，３学期末に作品を掲載した児童生徒１人に１冊ずつ配布

いたします。学校では，追加注文を扱いません。追加購入を希望される方は，直接，

業者（HOTARU(THAILAND)CO.,LTD. 担当；伊藤 携帯番号 085-163-1401）

に連絡をお願いします。 
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学校の研究って何をするの？－教師に必要な３つのもの－

研究部長 氏本射須身（うじもと いずみ）

「学校で研究するって何を研究するんですか。」と，保護者の方から聞かれることがあります。

学校で行う研究の大半は，「授業づくり」です。本校も，子どもたちに生きる力や確かな学力

を身につけるには，どのような授業をすればよいのか日々研究に取り組んでいるところです。

研究内容については，本校のホームページ『特色ある教育』の欄に掲載しているので，ご覧く

ださい。

さて，教師の授業づくりに必要なものはなんでしょう。ここで，サッカーの全日本代表の元

監督であるオシム氏の言葉を紹介します。

「スポーツとはなんでしょう。見て楽しむもの？やって楽しむもの？どちらも正解でしょう。

しかし，完璧にエレガントな正解とは言えません。スポーツとは，育てるもの。人の心を

育て，体を育て，チームワークを育て，夢や情熱を育てるもの。そして，そのスポーツも

また，育てられることを必要としています。スポーツには人生と似たところがあり，なに

かを成し遂げようと思えば，必要な条件を整えなければなりません。スポーツが人を育て

るように。人もまた，スポーツを育てていく必要と責任があるのです。」

『Number 725 世界から見たＪリーグ』より 文藝春秋 平成２１年４月２日

この言葉には，オシム氏のスポーツに対する理念が感じられます。このような言葉は，私た

ちの研究のヒントになるものです。例えば，オシム氏の言葉の中の“スポーツ”を“授業”に

置き換えてみると，私たちの授業づくりに通じる部分があるような気がします。

私の尊敬する先生から教師には３つのものが必要だと言われたことがありますが，まず１つ

目は「理念」です。理念をつくり上げていくには「よい授業とはどんな授業なのか」「子ども

たちにどんな力をつければよいのか」といった授業づくりの本質にかかわる自問自答を繰り返

したり，教員同士で共に考えを高め合ったりすることが大切です。本校でもこのような議論を

して，研究の方向性を見失わないようにしているところです。

教師にとって２つ目に必要なものは，「具体的な方策」です。「子どもたちにこんな力をつけ

たい」という理念だけでは，研究も絵に描いた餅です。つまり，実際にどんな授業をしていく

のかということが大切になります。私たちは，各々がどんな授業をするか提案し，授業を見合

い，意見交換をしていくことによって授業力を高めています。このような授業に対する研究が，

教師の研究の中心となります。ただし，研究そのものが目的ではありません。目的は，子ども

たちに生きる力や確かな学力をつけることです。それも，「知識・理解」または「関心・意欲

・態度」などの一面に偏るのではなく，バランスのよい学力を身につけさせ，本校の研究テー

マである『協同的に学び，未来を拓く児童生徒の育成』に迫ることです。

そして，教師にとって３つ目に必要なものは，「熱意」です。「よい授業がしたい」と教師は

思います。そのために，理念と具体的方策が合致するように日々授業の準備をします。しかし，

よい授業をするのは本当に難しいことです。自分で「よい授業だった」と満足できることは滅

多にありません。子どもたちの成長は，一人ひとり違ううえに完成することはありません。そ

のため，いつも何かの課題は残るので１００点の授業は無いと言ってよいかもしれません。し

かし，それでも追い求めるのは熱意があってこそです。本校の研究は，たくさんの熱意に支え

られています。これからもご理解、ご協力をお願いいたします。



日 曜 下校バス

1 火
14:35 P1
15:50 P2-6 M1-3

2 水
14:35 P1-2
15:50 P3-6 M1-3

3 木
13:10 M1-3
14:35 P1-2
15:50 P3-6

4 金
13:10 M1-3
14:35 P1-6

5 土

6 日

7 月

8 火
13:10 M1-3
14:35 P1
15:50 P2-6

9 水
13:10 M1-3
14:35 P1-2
15:50 P3-6

10 木

11 金
13:10 M1-3
14:35 P1-6

12 土 11:30 M3

13 日

14 月
14:35 P1-3
15:50 P4-6 M1-3

15 火 14:35J-BUS

16 水
14:35 P1-2
15:50 P3-6 M1-3

17 木
14:35 P1-2
15:50 P3-6 M1-3

18 金 14:35J-BUS

19 土

20 日

21 月
14:35 P1-3
15:50 P4-6 M1-3

22 火 11:30J-BUS

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

　

年末休業

大晦日
年末休業

年末休業

冬季休業日開始（～１／５まで）
ナショナルデー

日メコン交流年２００９「OTO-ZA」公演

中個別面談

５校時授業　　Ｊリーダー学習会

中学部クラスマッチ

ﾗｯﾀﾀﾏﾇﾝﾃﾞｰ

中個別面談

平成２１年１０月３１日現在

児童・生徒 教職員

慶應NY校学校説明会　　テレビ朝会（小）

中個別面談　記名の日

中個別面談

２００９年度　　　　　１２月行事予定　　　　　　　　　　　　　泰日協会学校　　

小企画会

国王誕生日　早稲田渋谷シンガポール校入試

中個別面談
思いやりの日　情報モラルの指導

小中生徒指導連絡会
本校教員シラチャ校訪問

研究推進委員会

教科研究会

補習校巡回指導

中連絡会

編入相談

編入相談

終業式

振替休日

小連絡会

中３登校日　　　　　　　ラムウオン盆踊り（参加　４年有志）

補習校巡回指導

Jバスミーティング　宝仙学園理数インター入試 合同連絡会　中企画会

 親が子どもに贈る最大のプレゼント！！
 子どもは、親や大人の言うことはなかなか聞きませんが、親や大人のすることは、その通りに真似をすると言われています。子どもは
常に親や身近な大人を観察しながら、それを参考にして自分の人生脚本を描き進んで行きます。
　親が子どもに贈ることのできる最大のプレゼントは、どんな局面に立っても、それを乗り越えて行ける自信と確信を持たせることだと
思います。そのためには、子どもは自ら「育つ力」を持っていることを理解し、その子の成長に合わせて関わっていくこと、お子さんの存
在価値を認め信頼することが大切です。　　　　　　　（小学部教頭　杣本　和也）

１～４年生　　３，４校時
５～中学生　５，６校時に
行います。
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